
東町地域まちづくり協議会 活動報告

『炭つくり事業』

平成２７年２月２８日

報告者 事務局長 笹尾重信



設立 平成２５年２月１７日

場所 東町公民館（旧宮地東小学校横）

地域世帯数 ８４世帯

地域人口 １６８人 高齢化率（６５歳以上） ５２％

会長 澤田 司

運営 本部役員会、理事会、各種団体他にて組織運営

会議 理事会１回/月開催

東町地域まちづくり協議会
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①.炭つくり事業・・・２６年度より
②.ふれあい事業・・・農業体験（米つくり）

 ２５年度より実施

③.ディキャンプ・・・・生涯学習課主催（８月)

④.地区行事・・・・・・運動会,敬老祝賀会,盆・正月行事

 どんどや等

平成２６年度活動内容
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企画委員会にて、事業内容(案)について協議

 (１).炭つくり

 (２).しいたけつくり

 (３).竹林の整備及び筍の販売

 (４).川原地区の川原地蔵堂 等

理事会：毎月１回開催の理事会にて審議・決定

事業実施までの経緯及び協議について
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目的 東町地区では、２０年数年前まで山間にて

 炭つくりを実施していたが、高齢になり

 炭つくりの『後継者』が居なくなった。

 そこで、技術者の育成と技術伝承及び収入源

 の確保を目的として本年度より事業をスタ－ト

 した。

いつ 平成２６年７月６日～１１月１３日
 （炭窯つくり開始） （２回目炭だし）

『炭つくり』事業について報告
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 (１).場所の選定 ：赤土の確保・古い窯の土利用

 (２).天気 ：７月より作業を開始した為、雨に泣かされた

 (３).窯の最終工程 ：窯の天面を土を盛りながら７回も打ち固めた

 (４).樫の木の確保 ：林道近くで電線に注意しながらの伐採

 (５).火入れ作業 ：３日間燃やす(火の確認が難しかった)

 (６).炭窯の屋根つくり：鋼管・木材で手作り

炭窯を作る時に苦労した点
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場所の選定 作業安全の祈願

周辺の伐採作業 重機による作業
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木枠で窯の型取り横２．５m×縦４m×深さ１mの穴

木枠周辺の土を固める
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形が出来た窯に樫の木を天面まで満杯に敷詰める。
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土盛りの為、むしろを敷く その上に土を盛っていく

全員で窯を打ち固める ７回周りを打ち固める
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出来た窯に初火入れ 初窯出し３日間燃やし続ける
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窯全体を覆う屋根つくり

作業者全員で記念写真

完成した屋根
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看板も出来て『東町平成窯』完成
工期：７月６日～１０月２６日（約４か月）
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【よかった点】
 ・炭窯つくりの技術を学ぶことが出来た。

 ・２回の火入れで炭の作り方を教わった。(まだまだ未熟であるが・・・）

 ・各種団体の協力を得て完成した。（老人会.体協.婦人会.消防団等）

【今後の取り組み】
 ・販路の確保

 ・孟宗竹の炭つくりに挑戦したい。

 ・活動期間を毎年９月～３月とし、３回火入れをしたい。

よかった点・今後の取り組み
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東町の炭をぜひ買ってください。

最後に

-１４-


